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チャンネルリパックの概要

2011年7月のアナログ放送終了の時
期が近づいて来ていますが，アナログ
放送終了の後に行われる「チャンネル
リパック（地上デジタル放送用チャン
ネルの再編）」についてご存知の方は
多くないのではないでしょうか．
チャンネルリパックとは，アナログ
放送終了後に行われる地上デジタル放
送用チャンネルの引越し作業のことで
す（図1）．地上デジタル放送に使用する
チャンネルは，本来13chから52chまで
ですが，アナログ放送終了までこれら
のチャンネルは非常に混みあっている
ため，暫定的に53chから62chまでのチ
ャンネルで，地上デジタル放送を行っ
ている放送局（リパック対象局）が存在
します．チャンネルリパックでは，リ
パック対象局を，アナログ放送が終了
する2011年7月から1年間で13ch～
52chへと引っ越していきます1）．リパ
ック対象局の数は全国で約80局，受信

世帯では約60万世帯となります2）．
この作業が終了すると，53chから
62chのチャンネルは，通信など別の
用途に使用することができるようにな

ります．チャンネルリパックは，周波
数の有効利用の観点から見て，非常に
重要な作業であることがおわかりいた
だけると思います．
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図1 チャンネルリパックの概要
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チャンネルリパックで必要と
される対応

チャンネルリパックは，現在運用
している放送局のチャンネルを変更
していく作業であるため，視聴者や
関係設備など，各方面での対応が必
要になります（図2）．
（1）放送局側の対応
リパック対象局については，増幅器
やその他機器の改修など，チャンネル
を変更するための作業が必要になりま
す．また，リパック対象局の子局（リ
パック対象局からの放送波を再送信し
ている放送局）については，子局側の
受信設備の改修が必要になります．
（2）視聴者側の対応
リパック対象局において，放送局側
でのチャンネルの変更作業後は，受信
機でチャンネルの再設定を行うまで変
更されたチャンネルを視聴できなくな
ります．一部受信機では，条件を満た

すと自動で再設定を行うものもありま
す．チャンネルリパックは，視聴者側
の対応が必要となるため，さまざまな
媒体を使用した事前の周知や，コール
センターへの誘導など，細かな視聴者
対応が必要となります．
（3）共聴施設での対応
チャンネルリパックによって，共聴

施設の受信点へ到来するチャンネルが
変更されるため，共聴施設側で受信設
備の改修が必要となります．また，一
部集合住宅において，受信したチャン
ネルを変換して各戸に送る場合も，受
信設備の改修が必要となることがあり
ます．

チャンネルの切替方法

放送局側でチャンネルリパックを行
う際のチャンネルを切替える方法とし

て，①深夜に切替えを行う一夜切替，
② 一定期間に旧チャンネルと新チャ
ンネルを同時に送信するサイマル切
替，③ 旧チャンネルの出力を段階的

に小さくしていく減力切替の3種類が
あります．リパック対象局の規模，視
聴者の状況などによって適切な方法を
選択する必要があります（図3）．

図3 チャンネルの切替方法
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図2 チャンネルリパックで必要とされる対応
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もう一つのチャンネルリパッ
ク

チャンネルリパックには，これまで
説明したもののほか，地上デジタル放
送の受信状態を改善するために，
13chから52chの範囲内でチャンネル
を変更するものもあります．2010年

11月に秋田県にある二ツ井ディジタル
中継局で，このチャンネルリパックが
行われました．一部地域で発生してい
たディジタル混信を解消するために，
NHK教育（18ch）と秋田テレビ（36ch）
のチャンネルを入れ替えるものでし
た．当地区で混信を改善できたほか，
コールセンターや対応方法などについ

て，アナログ終了後のチャンネルリパ
ックのための貴重な経験を得ることが
できました3）．
チャンネルリパックは，作業の特性
上，視聴者や関連設備での対応が必要
となりますので，より円滑な作業の実
施に向けて検討を続けていく予定です．

（2010年12月3日受付）
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に，人間の存在の本質にまで立ち戻って科学技術と芸術との

相互作用を考えることで，これからの未来の新たな表現活動
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